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⑤持続可能な都市づくりに貢献する地理総合
-2022 年度地理総合必修化に向けた都市計画学会の取り組み
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教材提供会議：モデル授業集の概要

社会科系新科目（地理歴史科目）:「地理総合」の必修化

（1）1994年度～2021年度
地理歴史科目：1994年度以降は世界史が必修で、地理は選択。

■必修１：世界史Ａ、世界史Ｂから１つ
■必修２：日本史Ａ、日本史Ｂ、地理Ａ、地理Ｂから１つ
※Ａは2単位（50分×週２回）、Bは4単位（50分×週4回）

（2）2022年度以降
■必修：地理総合、歴史総合(各2単位)
■選択：地理探究、日本史探究、世界史探究(各3単位)

※2022年度以降は地理総合、歴史総合(各2単位)が必履修科目となり、
さらに専門的な視野から、社会的事象等を広く深く探究する選択科目として、
地理探究、日本史探究、世界史探究(各3単位)を設置。



カリキュラム改訂の背景

(1）知識伝達型授業から脱却し，社会で生きて働く力の育成
＝育成すべき資質・能力の３つの柱
①知識・技能 ：何を理解しているのか、何ができるか
②思考力・判断力・表現力：理解していること・できることを、どう使うか
③学びに向かう力 ：主体性を持ち多様な人々と協働して学ぶ態度

(2）高校，大学，高大接続の一体的改革

(3）『主体的・対話的で深い学び』への転換

・主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・ ラーニング」）の視点からの
学習過程の改善

・高校教育：学力の３要素（上記①、②、③）を育成する
・大学教育：高校までに使った力をさらに向上・発展させ社会に送り出す

「地理総合」の概要

A 地図や地理情報システムで捉える現代世界
(1) 地図や地理情報システムと現代
・地図の読図を通じ国内や国家間の結び付きなど現代世界を概観
・地理情報システム(GIS)を用いる地理的技能の習得

B 国際理解と国際協力

C 持続可能な地域づくりと私たち
(1) 自然環境と防災
・自然災害を基に、防災と自然環境との関わりや防災対策について考察
(2) 生活圏の調査と地域の展望
・日常的な生活圏内から課題を取り上げ、観察や調査・見学等を取り入れた
授業を通じて、持続可能な地域づくりのための改善・解決策を探究

(1)生活文化の多様性と国際理解
・世界の多様な生活文化と地理的環境との関わりを考察
(2)地球的課題と国際協力
・地球規模の諸課題と解決に向けた各国の取組や国際協力の必要性を考察

学習時間：1単位(50分)を週2回、全約70単位



C(2):生活圏の調査と地域の展望

「生活圏の調査と地域の展望」では，生徒自身にとって最も
身近な地理的空間である生活圏を対象とし，実際に観察や野
外調査，文献調査などを行うことによって，そこに存在する
地理的な課題を見いだし，その解決策，改善策を考察，構想
することを期待している。

さらに学習成果を地域に還元するなど社会参画を目指すこ
とを視野に入れた一連の主体的な学習活動によって，ここで
の学習が授業の中で終結することなく，授業後の日常生活に
おいても持続的に行われ，実社会に出ても継続的に持続可能
な生活圏の在り方を考え続けることができる契機となるよう
意図したものである。

教材提供を考えるメンバー教材提供を考えるメンバ
都市計画学会高校教育支援WG：教材提供方針会議

【統括】

【メンバー】 饗庭 伸（東京都立大学）：基礎編
阿部大輔（龍谷大学） ：基礎編
伊藤香織（東京理科大学）：テーマ編
久保田尚（埼玉大学） ：テーマ編
佐久間康富（和歌山大学） ：基礎編
澤田雅浩（兵庫県立大学） ：テーマ編
新保奈穂美（兵庫県立大学） ：テーマ編
杉崎和久（法政大学） ：基礎編
高松誠治（スペースシンタックスジャパン）：テーマ編
中島直人（東京大学）：テーマ編

武田重昭(大阪府立大・WG副座長) ：テーマ編
野原 卓(横浜国大・WG副座長) ：テーマ編

【オブザーバー】 大沢昌玄 （日本大学・WG座長）
菊池雅彦（国土交通省・WGメンバー）
長田哲平（宇都宮大学・WGメンバー）
稲垣具志（東京都市大学・WGメンバー）



教材提供方針会議の実施教材提供方針会議の実施
都市計画学会高校教育支援WG：教材提供方針会議

■2020年6月頃 WGとして教材会議始動

■2020年7月 教材提供方針会議開始

■2020年7月 専修大学松戸高校 泉貴久先生 への ヒアリング

■～2021年3月 方針会議の実施（数回）
モデル授業案の検討
基礎編作成の開始

■～2021年7月 テーマ案の提出、基礎編のたたき台

■～2021年10月 フォーマットへの流し込み・修正

■2021年11月 学会HPでの公開

教材提供の大きな方針教材提供の大きな方針
都市計画学会高校教育支援WG：教材提供方針会議

１．「考察力」（課題発見）と「構想力」（課題解決）

２．多様なニーズに対する柔軟な素材提供
※地域特性（都心部、市街地部、郊外部、中山間部等）
※地域課題（高齢化、空き家空き地、災害復興、交通安全等）
※授業目標（課題発見重視型、課題解決重視型）

地域の課題を見つける力と、これに対する解決について考える力
（特に、これまでの社会科教育から後者への発展を目指す。）
これらを通じて自身と社会との接点としての主体を形成し、
社会に関われる力をつける
構想力（計画・提案・実装）に対する支援可能性

３．都市計画学会のリソース活用
※出口をイメージした高等教育（高大接続、将来のプロフェッション）
※ノウハウ・人材派遣や支部での連携



以下の３つの形を基本セットして考える

生活圏を
つかむ

モデル授業集
「基本編」

以下の３つの形を基本セットして考える
都市計画学会高校地理総合教材提供方針の構成

生活圏を
考える

モデル授業集
「テーマ編」

生活圏を
構想する
「解決の
糸口集」

考察力

＋ ＋

構想力

(1)生活圏をつかむモデル授業集「基礎編」
(2)生活圏を考えるモデル授業集「テーマ編」
(3)生活圏を構想する「解決の糸口集」（予定）

[課題解決]

[課題発見]

モデル授業集

「モデル授業集」の提供

①C(2)「生活圏の調査と地域の展望」を主な対象とする。
②1回の授業を50分とし、全10回（500分程度）で実施
することを想定し、授業のモデルとなるように作成

③上記回数や時間数はあくまで目安とし、1回ずつ差し替
えたり減らしたりもできるように検討

④モデル授業集は基礎編とテーマ編として構成
基礎編：「生活圏の調査と地域の展望」にあたり、都市
計画の分野から基本的に学んでもらいたい内容を網羅。
地域の読み解きから課題解決に至る「計画的思考」を身
に着けるための基礎項目
テーマ編：地域特性（都心部、市街地部、郊外部、中山
間部等）や地域課題（高齢化、空き家空き地、災害復興
、交通安全など）、授業目標（課題発見重視型、課題解
決重視型）などに応じたテーマ別モデル授業案を用意し
、地域、学校、担当教師などのそれぞれの状況に応じて
使いやすい教材を提供



１．モデル授業集：基礎編

1．計画とはなにか

【作成：饗庭 伸（東京都立大学）】

【作成：阿部 大輔（龍谷大学）】

【 作成：佐久間 康富（和歌山大学）】

【作成：杉崎 和久（法政大学）】

2．都市計画を理解する

3．計画指向型の資料・統計調査 ＝まち（地域）の現状をつかむ

4．計画指向型の地図・まちの調べ方

5．計画指向型の都市史・地図の重ね合わせ

１．モデル授業集：基礎編
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２．モデル授業集：テーマ編

地域、学校、担当教師などのそれぞれの状況に応じた
テーマ別モデル授業案を用意する。

①地域特性（都心部、市街地部、郊外部、中山間部等）

②地域課題（高齢化、空き家空き地、災害復興、交通安全等）

③授業目標（課題発見重視型、課題解決重視型）

２．モデル授業集：テーマ編

【作成：久保田 尚（埼玉大学）】
・交通路の安全対策

【作成：澤田 雅浩（兵庫県立大学大学院）】
・災害を契機とした空間変容のプロセスを理解する

【作成：中島 直人（東京大学）】
・イメージマップから始める場所づくり・景観づくり

【作成：新保 奈穂美（兵庫県立大学大学院）】
・テーマから地域を見つめる

【作成：高松 誠治（スペースシンタックス・ジャパン）】
・人が集まる場所の計画とデザイン

【作成：伊藤 香織（東京理科大学）】
・コンパクトシティの概念を通してまちの取組みを考える

【作成：野原 卓（横浜国立大学）】
・将来（30年後）のまちと将来（30年後）の自分を描く

【作成：武田 重昭（大阪府立大学）】
・みんなの公園から、わたしたちの公園へ

―地域と自分たちとの関係を深め、広げていく

―「農」の空間からまちをつかむ

―まちの「中心」とは
どんな場所か考える

―持続可能なまちを目指す将来像の構想



１．表紙
→ タイトル（テーマ）及び、本モデル授業集が
対象とする地域、および、達成目標を提示。

２．モデル授業集：テーマ編

２．概要
→ 本モデル授業集の趣旨の説明。

３．目次
→１回の授業を50分として、全10回を想定し
たときの授業モデルを提示。

２．モデル授業集：テーマ編

４．各回の概要
→ 各回授業のタイトル、概要、
用意しておくもの、授業のポイントなどを
提示



５．授業内でのステップ
→１回（50分）の授業の中で、何を進めてゆ
けばよいかをSTEPに分けて提示。

２．モデル授業集：テーマ編

６．補足図版
→ 各回授業のイメージを示す、あるいは、授業
において用いるとよい図版・ツール、具体的
な成果物の例などを提示。

２．モデル授業集：テーマ編



■モデル授業集のアップデート

■解決の糸口集

■具体的な学会・大学と高校との連携可能性
(人材交流・派遣)
大学連携チーム
支部チーム
仕事紹介チーム

■発表の場の提供など

今後に向けて


